






 18

■ ゲノム科学は人類の未来を拓くか？ 

 ゲノム科学はゲノムの解読から

生き物の知恵を学び、それを人類

の諸活動に活用する方向へ展開し

てきました。人類は今、スライド

に挙げたように環境問題や健康・

病気の問題、食糧問題、エネルギ

ー問題など様々な地球規模の課題

を抱えており、これらの課題の解

決には人類の智を結集しなければ

なりませんが、ゲノム科学がそれ

らの課題の解決に向けて一つの強

力な武器、手段となることは間違

いないと思います。 

 ゲノム科学は今、次世代シーケ

ンサという強力な解析ツールを手

にし、あらゆる生き物のゲノムを

解読し、そこから生命の知恵を

読み取ることを可能にしました。

そして、ゲノム編集技術はその生

命の知恵を、医学・医療や農水産

業を含む産業などを通して、人類の繁栄や諸課題の解決のために活用できる道をひらき、遺伝子

ドライブ技術は生態系の改変をも視野に入れています。更に、合成生物学はゲノムを人工知能で

設計して合成することで、新しい機能を持った「生命」をつくる道をひらきつつあります。生命

36 億年の知恵を基にしつつ、ゲノム科学は解読から改変へ、更には「創造」へ、これまでの概

念を超える新しいタイプの生命科学を生み出しつつあります。 

これに関連して最近英国で出版された興味深い本があります。『Homo Deus』（Yuval Noah 

Harari 著、Vintage 社, London）という書籍です。われわれは Homo Sapiens、即ち理性を持

った人間ですが、Homo Deus は神（Deus）のようにふるまう人間を意味します。人間がいよい

よ神の領域に入るのではないか、ということを論じています。この著者の Harari は哲学者で、

内容は主に人工知能がいずれ人間世界を支配するだろうということを中心に話を展開していますが、

ゲノム科学も最近の進展を見ますと神の領域に近づきつつある感があり、人類の未来に向けて人工

知能に匹敵する影響力を持つものと思います。勿論、このような強力なテクノロジーは使い方を誤

れば人類を滅亡に導く兵器にもなりうることは明白です。また、私たちが抱える地球規模の諸問題

が、科学技術だけで解決できないことも明白です。統合的な人類の智が試される時代です。 

その人類に求められる智の一つは、「多様性と共生」ではないかと思います。生命は 36 億年

の歴史の中で 5 度の大絶滅の危機にあい、それを乗り越えて今日に至っていますが、これを乗

り越えられた生命の強さは「多様性と共生」というしなやかさにありました。今、地球は「人間
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一強」の感がありますが、人間社会においても地球環境とのかかわりにおいても「多様性と共

生」というキーワードが未来を拓くカギになると思います。 

 国際連合は国際社会が人類の持続的発展のために行動すべき諸課題を整理して、Sustainable 

Development Goals（SDGs）として飢餓の撲滅、気候変動への対応、健康と福祉、環境の保全

など 17 のゴールと 169 のターゲットを設定していますが、その根底には「多様性と共生」の考

え方があります。また、ローマ教

皇フランシスコも、回勅「ラウダ

ート・シ」の中で統合的エコロジ

ーという考え方を提唱し、人間社

会がいかに協力しながらエコロジ

ーを守っていくかが今後の人類の

課題だ、と言っています。20 世

紀に物質的豊かさを享受した人類

が、新しい方向に動き始めたと感

じます。 

以上、様々な地球規模の問題を抱え、統合的な智が強く求められるこれからの時代にあって、

ゲノム科学が人類が手にした最も強力なツールの一つとして、その使い方を誤ることなく、人類

的な諸課題の解決に貢献してくれることを信じ、私の講演を終わらせていただきます。 

尚、本講演に使いました資料は、松原謙一先生、和田昭允先生、服部正平（元）東京大学教

授、伊藤隆司九州大学教授、白髭克彦東京大学教授、そのほか研究を共にした多くの方々から提

供いただいたものがもとになっております。ここに改めて御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■このレポートは平成 29 年 12 月 5 日コートヤード・マリオット銀座東武ホテルにおいて行われた、

第 144 回本田財団懇談会の講演の要旨をまとめたものです。本田財団のホームページにも掲載さ

れております。 

講演録を私的以外に使用される場合は、事前に当財団の許可を得て下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

発 行 所  

 104-0028 東京都中央区八重洲2-6-20ホンダ八重洲ビル 

 Tel.03-3274-5125 Fax.03-3274-5103 

 http://www.hondafoundation.jp 

発 行 者 山 本 雅 貴 

 




